
特集２　高島市で家族をつくろう！
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　結婚をされ高島市で新生活を始め
られる方を対象にその費用の一部の
助成を行っています。

★対象世帯
①平成 30 年４月１日から平成 31
年２月 28日までの間に婚姻届を
提出し受理された世帯

②婚姻届提出時に夫婦ともに 34歳
以下の世帯

③平成 29年度分の夫婦合算所得が
　３４０万円未満の世帯

★補助金額
　上限 30万円

★補助対象経費
①新たに物件を取得した場合の経費
②新規の住宅賃借経費
　（賃料・敷金・礼金・共益費・仲介手数料）
③引っ越し費用
　（引越業者または運送業者へ支払った実費）

★申請期間
　平成 31年２月28日（木）まで

詳しくは、市のホームページをご覧ください。

　
仕
事
、
結
婚
、
子
育
て
な
ど
自
分
の

人
生
に
と
っ
て
大
切
な
選
択
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
一
人
一
人
の
選
択
を
尊
重
し
、
希
望

が
叶
う
よ
う
に
、
市
と
し
て
も
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
全
国
的
に
少
子
化
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
高
島
市
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
17
年
と
平
成
29
年
を
比
べ
る

と
、
出
生
数
は
１
２
８
人
、
婚
姻
数
は

60
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に�

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
要
因
の
一
つ
に

婚
姻
数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
市
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
顕け

ん
ち
ょ著

に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
に
行
っ
た
「
高
島
市
総
合

計
画
」お
よ
び「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」

策
定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
83
・
４
％
の
方
が
結
婚
に

前
向
き
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

出生数

407

244
279

184

（人）

婚姻数

時期に
とらわれては
いないが、
いずれは
結婚したい
47.5％

早めに
結婚したい
24.3％

結婚したいが
今はできない
11.6％

結婚する
つもりはない
14.3％

無回答 2.3％

人口動態調査（出生数・婚姻数）

　
そ
れ
で
は
、
実
際
に
結
婚
さ
れ
て
い

な
い
方
は
結
婚
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「たかＰ」・「しまＫ」

高島市で新生活をスタートされる方を応援します！

婚
・
妊
娠
・
子
育
て
の
希
望

が
叶
う
支
援
を
行
い
ま
す

結

近
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が

少
な
い
と
感
じ
ま
せ
ん
か
？

最

問総務課　 （２５）８０００

叙
勲

　
《
旭
日
双
光
章
》
地
方
自
治
功
労

　
　

西に
し
か
わ川　
き

よ

じ
代
治
さ
ん元

高
島
市
長

　
《
瑞
宝
双
光
章
》
教
育
功
労

　
　

髙た
か
は
し橋　

博ひ
ろ
し志

さ
ん

元
公
立
小
学
校
長

　
《
瑞
宝
単
光
章
》
消
防
功
労

　
　

大お
お
む
ら村　

勇い
さ
むさ

ん

元
高
島
市
消
防
団
副
団
長

　
栄
え
あ
る
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
、
第
31
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

お
よ
び
平
成
30
年
秋
の
褒
章
の
市
内
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
）

　

元
安
曇
川
町
助
役　

渕ふ
ち
た田�

隆た
か
し

さ
ん
（
88
）
が
、
地
方
自
治

功
労
に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
、
10
月
24
日
（
水
）
に

高
島
市
総
務
部
長
か
ら
ご
本
人

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
渕
田
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か

ら
２
期
８
年
間
、
安
曇
川
町
助

役
と
し
て
町
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　
元
マ
キ
ノ
町
議
会
議
員　
故

吉よ
し
だ田�

秀ひ
で
じ治

さ
ん
に
地
方
自
治

功
労
と
し
て
旭
日
単
光
章
が
授

与
さ
れ
、
10
月
24
日（
水
）に

高
島
市
総
務
部
長
か
ら
ご
家
族

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
か

ら
通
算
５
期
20
年
間
、
マ
キ
ノ

町
議
会
議
員
と
し
て
、
町
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
《
瑞
宝
双
光
章
》
警
察
功
労

　
　

入い
り
え江　
義よ

し
は
る春

さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
元
滋
賀
県
警
部

　
《
瑞
宝
双
光
章
》
防
衛
功
労

　
　

手て
ば
や
し林　
耕こ

う
ぞ
う造

さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
元
２
等
陸
尉

　
《
瑞
宝
双
光
章
》
防
衛
功
労

　
　

仲な
か
た田　
剛た

け
しさ

ん　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
元
１
等
陸
尉

　
《
瑞
宝
単
光
章
》
警
察
功
労

　
　

小お
が
わ川　
多た

く

み
久
美
さ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
元
京
都
府
警
部

褒
章

　
《
黄
綬
褒
章
》
業
務
精
励
（
農
業
）

　
　

石い
し
づ津　
文ふ

み
お雄

さ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
現
農
業

　
《
藍
綬
褒
章
》
酒
類
業
振
興
功
績

　
　

福ふ
く
い井　
よ
し
ろ
う郎

さ
ん

　
　
　
　
元
滋
賀
県
小
売
酒
販
組
合
連
合
会
会
長

受章おめでとうございます

秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
褒
章

渕
田
　
隆
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章

故 

𠮷
田
　
秀
治
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

H17 H21 H25 H29
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【保存版】

問消防総務課　 （２２）５４０１

問健康推進課　 （２５）８０７８

問
人
権
施
策
課　

（
２
５
）
８
５
２
４

節度ある適度な飲酒
（女性や 65歳以上の高齢者はその半分）

生活習慣病のリスクを高める飲酒量
（女性や 65歳以上の高齢者はその半分）

危険な多量飲酒
事故やさまざまな社会問題を引き起こし、
アルコール依存症にもつながります。

　

品
名

清
酒
１
合

ビ
ー
ル

チ
ュ
ー
ハ
イ

焼
酎

ウ
イ
ス
キ
ー

ワ
イ
ン

量�

(ml) 180 500 350 100 60 200

ア
ル
コ
ー
ル
度
数 15% ５% ７% 25% 43% 12%

　新旭第２分団第５部（深溝）に配備していま
した消防ポンプ自動車が、配備から 23年が経
過し老朽化が激しいため更新しました。
　新しい車両には安全面を重視したポンプ操作
盤と、夜間の災害にも対応できるよう大型照明
装置（ナイトスキャン）を装備しています。
　消防団を中核とした地域防災力の充実強化に
よって、皆さんの安全と安心を確保します。

　年末・年始にかけては、飲酒の機会が多くな
りがちです。適量なら「百薬の長」ともいわれ
るアルコールですが、続けて飲むと自分でも気
づかないうちに徐々に量が増えて、体に影響が
及びやすいという性質も持っています。そうな
ると「百薬の長」ならぬ「百害の長」に。それ
では、“適量”とはどのくらいなのでしょう？

　アルコール依存症で治療が必要な人は、国内
で１００万人以上と推測されています。なかに
は、「酒をやめないといけない・・・でもやめ
られそうにない。」と悩んでいる方もおられる
かもしれません。
　県内にアルコール治療をしている医療機関や
相談窓口、酒害から回復した当事者団体「断酒
同友会」などもあります。勇気を出して相談し
てみませんか？　まずは、お電話ください。

　コミュニティ助成事業で、消防操法用水槽を
宝くじの助成金で購入しました。
　消防団員は、消防操法という火事が起きたと
きに安全・確実・迅速に活動するための訓練を
しており、その訓練には今回購入した水槽が必
要不可欠です。
　この水槽を使い、さらに訓練を重ね、消防団
育成と地域防災力の強化につなげます。

新しい車両の前で記念撮影▼日本酒１合と同程度のお酒の量

１合

２合

３合３合

▼あなたの飲酒量は、大丈夫？

適切な飲酒とは、日本酒に置き換えると・・・

≪１日平均　１合以内≫

運
転
中
の
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
予
測
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
内
で
発
生
す
る
交
通
事
故
の
約

40
％
が
高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
で

す
。
中
で
も
一
時
不
停
止
に
よ
る
出
会

い
頭
事
故
が
特
に
多
く
、
ど
れ
だ
け
気

を
付
け
て
い
て
も
予
期
せ
ぬ
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、“
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
た
か
し
ま
”
交
通
安
全
推
進
協

議
会
で
は
、
滋
賀
県
警
察
本
部
に
新
た

に
導
入
さ
れ
た
「
出
前
型
運
転
者
危
険

予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
装
置
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）」

を
使
っ
た
高
齢
運
転
者
事
故
防
止
講
習

を
実
施
し
、
18
人
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
装
置
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ

た
人
の
飛
び
出
し
や
右
折
時
の
事
故
な

ど
、
10
パ
タ
ー
ン
の
危
険
場
面
を
ス
ク

リ
ー
ン
で
見
な
が
ら
、
危
険
予
測
が
で

き
て
い
る
か
計
測
す
る
も
の
で
す
。
受

講
者
は
講
習
を
通
し
て
日
常
に
潜
む
危

険
を
再
認
識
し
、
安
全
運
転
に
つ
い
て

改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
運
転
時
は
「
飛
び
出
し
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
早
め
の
危
険

予
測
を
常
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　県警本部では自家用車を使い、
普段の運転に近い状態で運転能力
を計測する「オブジェ」の受講生
を募集しています。
　ご自身の運転能力を見直すき
かっけに受講してみてください。
詳しくは、お問い合わせください。
問滋賀県警察本部　交通企画課　
　 ０７７（５２２）１２３１

シミュレーターを使った
危険予知体験のようす

問
交
通
政
策
課　

（
２
２
）
０
０
５
８

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

　

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
〜

　
人
権
週
間
は
、
家
庭
で
、
職
場
で
、

学
校
で
、
家
族
と
、
友
達
と
、
み
ん
な

と
、
人
権
を
考
え
る
１
週
間
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
人
権
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権

を
尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
人
権
に
つ
い
て
、
相
談
が
あ
る

方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
・
法

務
局
・
市
役
所
人
権
施
策
課
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

特設人権なんでも相談所特設人権なんでも相談所特設人権なんでも相談所 高島市人権のつどい高島市人権のつどい
　ひとりで悩まずに人権擁護委員に
ご相談ください。相談は無料、予約
は不要、秘密は厳守します。

▼日時　12月３日㊊13時30分～
▼場所　マキノ支所、今津老人福祉
センター、朽木支所、安曇川公民館、
高島支所、本庁新館

　私たち一人一人が、お互いの人権を意識
し、尊重・互助・共生の地域社会の実現を
目指して開催します。参加は無料です。

▼日時　12月２日㊐ 13時 30分～
▼会場　ガリバーホール
▼内容　人権啓発優秀作品表彰、記念講演「人
権と向き合う」講師：サニーフランシス氏

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

外
国
人
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
９
０
）
９
１
１

大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

０
７
７
（
５
２
２
）
４
６
７
３

昨年の人権のつどい

消防ポンプ自動車を更新しました！

地域防災力を強化しまし
た！

コミュニティ活動に役立てられています

宝くじの収益が

『お酒とのよい付き合い方』『お酒とのよい付き合い方』
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問
土
木
課　

（
２
２
）
２
０
０
１

問
障
が
い
福
祉
課　

（
２
５
）
８
５
１
６

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

（
２
５
）
８
５
１
３

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
は

30
日
以
内
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）

の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
け
が
や
病
気

な
ど
の
医
療
費
は
、本
来
、加
害
者
（
相

手
方
）
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
届
け
出
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
保
険
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
国
保
や
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
一
時
的
に
治
療
費
を
立

て
替
え
、
後
日
、
加
害
者
に
請
求
し
ま

す
の
で
、
警
察
だ
け
で
な
く
、
保
険
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
へ
速
や
か
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に

は
、
必
ず
、
第
三
者
行
為
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
こ
の
よ
う
な
場
合
も

　
　
　
　
第
三
者
行
為
と
な
り
ま
す
】

◆
自
転
車
同
士
の
事
故

◆
暴
力
行
為
に
よ
る
け
が

◆
他
人
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た

◆
他
人
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
事
で

　
食
中
毒
に
な
っ
た　
　
な
ど

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

問
保
険
年
金
課　

（
２
５
）
８
１
３
７

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ
と

問
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　

０
７
７
（
５
２
２
）
３
０
１
３

【
注
意
点
】

※
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、

保
険
診
療
に
よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
次
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

・
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

　
（
労
災
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
す
）

・
不
法
行
為
（
飲
酒
運
転
な
ど
）
に
よ

る
事
故

●
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
　
除
雪
作
業
が
遅
れ
た
り
、
で
き
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
に
は
駐
車
を
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

　
　
石
垣
や
庭
木
な
ど
は
、
除
雪
作
業
時
に
確
認
が
で

き
ず
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
赤
い
布
切
れ
な

ど
を
付
け
た
２
ｍ
程
度
の
竹
竿
を
立
て
て
い
た
だ
く

な
ど
、
目
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
枝
打
ち
を
し
て
く
だ
さ
い
！

　
　
道
路
際
の
竹
や
木
な
ど
が
、
降
雪
や
着
雪
に
よ
り

道
路
側
に
倒
れ
、
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
土
地

所
有
者
で
枝
打
ち
や
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
除
雪
作
業
の
際
、
雪
の
か
た
ま
り
が

宅
地
の
出
入
り
口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
迅
速
で
円
滑
な
除
雪
作
業
の
た
め
に
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い
て

　
　
　

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

一
人
一
人
の
農
業
者
を
応
援
す
る

一
人
一
人
の
農
業
者
を
応
援
す
る

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
だ
れ
も
が
お
互

い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、差
別
を
解
消
し
、

共
生
の
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
で
あ

れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の

方
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
で
あ

れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の

方
も
加
入
で
き
ま
す
。

【
積
立
方
式
の
年
金
で
す
】

　
自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
収
入
を
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み

立
て
、
そ
の
額
に
応
じ
て
年
金
額
が

決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金
で
す
。
自

分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、
自
分
で
保
険
料
が
決
め
ら

れ
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
通
常
加
入
は
月
額
２
万
円

か
ら
千
円
単
位
で
選
択
。）

【
終
身
年
金
で
保
証
付
き
で
す
】

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮

に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
ま
で
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た

翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が
、
死
亡

【
不
当
な
差
別
的
対
応
の
禁
止
】

　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
障
が
い

を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、
障
が
い
の
な
い
人
に

は
付
け
な
い
よ
う
な
条
件
を
付
け
た
り

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
の
提
供
】

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配

慮
を
求
め
る
意
思
表
明
が
あ
っ
た
と
き

は
、
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
範
囲
で
、

社
会
的
生
活
を
営
む
上
で
の
妨
げ
と
な

る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
配
慮
を
す
る
こ

と
で
す
。障がいってなんだろう？

誰もが抱える「生きづらさ」
を一緒に考える
～障がいのある方に本音を聞いてみよう～

　権利擁護の視点を学び、権
利侵害や虐待を未然に防ぎ、
一人一人が大切にされるため
の地域づくりを、市民の皆さ
んと福祉関係者が一緒になっ
て考えます。
　お気軽にご参加ください。

▼日時　12月８日㊏
　　　�　13時30分～15時
▼場所　安曇川公民館
▼参加費　無料
▼主催　高島市障がい者
　　　　自立支援協議会

問高島市障がい者相談支援
　センター　コンパス
（２２）５５５３

平成30年度高島市障害者虐待防止啓発事業

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す

る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

配
慮
や
気
付
き
が
必
要
で
す
。

〇
目
が
不
自
由
な
方
に
は
、
分
か
り
や
す

く
、
具
体
的
な
説
明
が
喜
ば
れ
ま
す
。

〇
耳
が
不
自
由
な
方
に
は
、
身
振
り
手
振

り
で
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
き
な
動
作
で
、
分
か
り
や
す
く
伝
え

ま
し
ょ
う
。

〇
目
に
見
え
な
い
障
が
い
も
あ
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
思
い
や
り
を
も
っ
て
お
手
伝

い
し
ま
し
ょ
う
。

一
時
金
と
し
て
遺
族
（
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
方
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
】

　
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
な
ど
の
年
金
資

産
の
運
用
益
は
非
課
税
で
す
。

　
さ
ら
に
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者

年
金
は
、
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象

と
な
り
、
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ

ば
、
公
的
年
金
な
ど
の
合
計
額
が

１
２
０
万
円
ま
で
は
全
額
控
除
と
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
協
ま
た
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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